
ミトコンドリアCOI領域ハプロタイプに基づくネットワーク図（五十
嵐他, 2020）。青色系（東京湾･三河湾･松川浦）と黄色系（その
他の産地）で遺伝的系統が異なっていることが分かる。
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・海産動物を対象とするので、水産業関係者。
・組織学的手法や走査型電子顕微鏡による観察
技術もあるので、それらが必要な企業や自治体
関係者。

研究室としては、広く海産無脊椎動物の生物
学に興味を持っています。紹介した解析手法は、
これまでにウミグモ類の他、棘皮動物クモヒト
デ類にも適用しています。
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海産無脊椎動物地域集団の集団遺伝学的解析
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海産節足動物の一群であるウミグモ類は、生物
学的には大変興味深いものの、人の生活や産業に
は全く関係しない動物と見なされていました。と
ころが2007年に東京湾でアサリの大量斃死が当
然発生し、その原因がカイヤドリウミグモ幼生の
大量寄生であることが明らかとなりました。本種
は1926年に発見され、その時から二枚貝への寄
生は知られていたのですが、寄生による貝の死亡
例は無く、この斃死事件はウミグモ類が水産業に
大きな影響を与えた世界最初の事例でした。この
幼生の大量寄生はその後三河湾、福島･松川浦な
どでも発生し、東日本大震災をきっかけに個体群
が消失した松川浦以外では、現在も被害は続いて
います。カイヤドリウミグモの産地は国内で数箇
所が確認されており、各産地集団の由来や分布拡
大の経路の解明は、明らかにすべき問題です。

本研究では、この問題に対しDNAマーカーを
使ってアプローチしています。ミトコンドリア
DNA COI領域を使ったハプロタイプ解析では、
東京湾･三河湾･松川浦個体群が遺伝的にまとまっ
ていると共に、他の個体群とは大きく隔たってい
ることが明らかとなりました(五十嵐他, 2020)。
現在は、国立環境研究所との共同研究で開発した
マイクロサテライトマーカーを使い、より解像度
を高めた解析を進めています。

アサリの身に大量寄生したカイヤドリウミグモ幼生。左上は
成体。成体は殻外へ出て、自由生活をする。
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